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＜連絡事項＞
・CSセットの洗濯物汚染袋がいっぱいになったらそのままにはせず、洗濯場に持っていくようにして下さい。ため込むとカビの原因となり廃棄処分となる為業者様から苦情が来ます。しっかり行うようにして下さい

・汚染寝具や寝衣が汚物室や洗濯場に放置されています。隅に隠されている事もあります。下洗いまで責任を持って行う事、どうしても実行できないときは次勤務スタッフに申し送りを忘れないようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・及川　信一様～サンメディカルに車椅子についてのFAXは済んでいる。ご家族の手続きが完了次第使用可となるとのこと。

・前田　泰子様～長女様洗濯物を取りに来院。現在布パンツを履いているが、以
前の様に捨てる行為がないか心配をしており、捨てる行為があった際は補充するために知らせてほしいと希望あり。また、本人の現在の病状を知りたいという。入院前、介護において長女様が鬱的症状になった事もあり、面会してもいいタイミングが知りたいと話される。主治医と相談し、ゆっくり考えていきましょうと説明する。

・玉田 文弘様～手首腫脹持続。湿布薬剥がしてしまうため、入眠している時間帯
に貼付してみることとする。


＜要注目患者様情報＞
・高原　廣司様～体温37.3℃、酸素飽和度94％、以外のバイタルサイン著変なし。酸素カヌラ外し頻回にあり、酸素飽和度87％まで一時的に低下みられている。痰鳴あり、白色粘性痰多量に吸引される。吸引時抵抗強い。点滴トラブルなし。

・細越　孝義様～日課に沿って静穏に過ごされている。不調の様子なし。

・菰田　靜子様～体温37.5℃、以外のバイタルサイン著変なし。体位変換後、乾性咳嗽あるも一時的で以外は呼吸平静。点滴漏れあり刺し替えしている。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　主治医診察。血液検査結果も確認し、発熱見られず経過したら7/21（火）から経管栄養開始の指示あり。昼の分からの開始となるよう栄養課と相談して行く。

・戸田　廣孝様～バイタルサイン著変なし。スタッフコール聞かれ、活気見られている。内服は口腔内にため込みあり、介助要している。点滴トラブルなし。

・上平　キヨ様～バイタルサイン著変なし。呼吸平静。体位変換時、大声や抵抗見られている。点滴漏れあり、刺し替えしている。

・古舘　タヱ様～部屋が分からなくなることはあるが、他者交流見られ静穏に過ごされている。

・竹林　清八様～帰宅要求強く興奮してきて易怒性が出てきている。粗暴性はなし。
			
・高村　昌孝様～多弁に話しているが疎通性なし。スタッフや他者へ粗暴的行動あり

・夏堀 好郎様～湿性咳嗽軽度あり。食欲あり各食全量摂取。午後より悪寒あり、体熱感あり体温38.4℃まで上昇。頭部クーリングで経過観察。

・名久井　敏則様～体温37.6℃あるも活気あり。自分で車椅子にてホールへ移動している。各食全量摂取。むせ込みはあり、適宜配慮を要している。

＜退院支援状況確認＞
・前田　泰子様～ケアマネから連絡「南寿の里」か「南山苑」検討していく。

・小笠原　正一様～施設入所に対して感情失禁見られている。本人様の意向も傾聴しつつ施設入所を受容できるよう対応していく。

・玉田　文弘様～本日妻様、入院費の支払いで来院。以前、中野JGMと退院について話した内容について伝えたいと希望あり、看護スタッフ対応する。退院先として、妻はバスで移動しているのでバス路線で検討し、介護老人保健施設「はくじゅ」は困難で申し込まない事とした。暑さで自分の体調不安定な為、入院期間を延ばしたいという希望も聞かれていたが、病院においての薬剤調整は落ち着いている事を伝えると、本日「南山苑」に申請書類をもらいに行きますと話す。申請がすんだら電話にてお知らせしますと話している。

・細川　輝子様～現在施設入所時、保証人となれる親族がいない為、成年後見人制度で対応中。後見人が決まり次第、早急に施設入所申請を行う予定。

・上野　カヨ様～家族に連絡し介護保険申請をすすめていく。

・立場　哲子様～全身浮腫も見られることから後見人と相談し、終末期も対応できる施設、GHを相談、検討してみる事とする。


＜行動制限最小化検討会＞
・町屋　哲雄様～スタッフが付き添える日中の時間帯から徐々に車椅子ベルトを外す時間を設けていく。夜間は歩行ふらつきある為ベルト使用はまだ必要と思われる。

・川守田　義雄様～ベッド上体動自立ない為2点ベッド柵（片側壁の為右側1点）で対応していく。

・小笠原　正様～スタッフ付き添える時に徐々にベルト介助時間を設けていく。
